
１－１ 1式

1-1-1 1台

1-1-2 1台

1-1-3 1台

1-1-4 1台

1-1-5 1台

1-1-6 1台

１－２ 10台

１－３ 4台

１－４ 1式

１－５ 1式

１－６ 1式

２－１

2-1-1

2-1-2

2-1-3

2-1-4

2-1-5

2-1-6

2-1-7

2-1-8

導入支援

患者ﾄﾚｰは、B4ﾄﾚｰ内を小分けﾄﾚｰで4分割したものを採用していること

注射薬の払い出しはﾄﾚｰ4分割方式とし、4分割された患者ﾄﾚｰの分割部に施用単位又は
Rp単位に注射薬と輸液ﾗﾍﾞﾙを自動投入可能かつ 、注射せんもﾄﾚｰ内に自動投入される
こと

ﾄﾚｰは、現在使用中のｻｶｾ化学工業製のﾄﾚｰPB34-10(小分けﾄﾚｰ、ﾄﾚｰ表示器付)が使用可
能であること

ｶｰﾄは、現在使用中のｻｶｾ化学工業製のｶｰﾄC34-TNS418SAが使用可能であること

下記の搭載品が不足した場合、不足している用紙･薬品名･ｶｾｯﾄ番号などを音声で通知
可能であること
●注射せん ●ﾗﾍﾞﾙ ●薬品

対象装置に以下の現象が発生した場合、音声で通知可能であること
●完了ﾄﾚｰ装置内のﾄﾚｰ積載量が上限に達した場合
●空ﾄﾚｰ装置内のﾄﾚｰが無くなった場合
●ｱﾝﾌﾟﾙﾊﾞｲｱﾙ払出装置内の薬品に不足が発生した場合

ｷｬﾘｰﾍﾞｰｽ

２．構成品の仕様

注射薬自動払出装置は、以下の要件を満たすこと

電子ｶﾙﾃと連携して注射ｵｰﾀﾞを自動的に受信し、そのﾃﾞｰﾀに基づいて注射薬自動払出
装置を稼働可能であること

薬品補充業務の作業効率を考慮し薬品は薬品ｶｾｯﾄに整列させて収納可能かつ、すべて
の薬品ｶｾｯﾄは先入れ先出し方式であり、先に補充された薬品から順に払い出せること

仕　様　書

　部署・部屋名 薬剤部

　調達機器名 注射薬自動払出装置

解析連携

基本制御

ﾗﾍﾞﾙﾌﾟﾘﾝﾀﾕﾆｯﾄ

ﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻﾕﾆｯﾄ

注射せんﾌﾟﾘﾝﾀﾕﾆｯﾄ

完了ﾄﾚｰﾕﾆｯﾄ

ﾄﾚｰ表示ｼｽﾃﾑ

ﾄﾚｰ台車

　調達数量 一式

１．機器の構成(一式の構成)

注射薬自動払出装置

空ﾄﾚｰﾕﾆｯﾄ(ﾄﾚｰ台車仕様)
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仕　様　書

　部署・部屋名 薬剤部

　調達機器名 注射薬自動払出装置

　調達数量 一式

2-1-9

2-1-10

2-1-11

2-1-12

2-1-13

2-1-14

2-1-15

2-1-16

2-1-17

２－２

2-2-1

2-2-2

2-2-3

2-2-4

2-2-5

2-2-6

2-2-7

2-2-8

２－３

2-3-1

2-3-2

2-3-3

空ﾄﾚｰﾕﾆｯﾄはﾄﾚｰを積載し、自動的にﾄﾚｰを供給可能であること

装置1台につき、深型ﾄﾚｰを30個以上の積載が可能であること

専用のﾄﾚｰ台車を自動的に装置内にｾｯﾄ可能であること

ﾄﾚｰ台車を用いて、15個以上のﾄﾚｰを一度に補充可能であること

ﾄﾚｰ台車がｾｯﾄされていない状況でも、薬品の払出しを継続可能であること

ｴﾗｰの発生時やﾄﾚｰが足りない場合には、画面表示や音声で通知可能であること

重量は200kg以下であること

外寸はW600mm×D850mm×H1,930mm以下であること

ﾗﾍﾞﾙﾌﾟﾘﾝﾀﾕﾆｯﾄは、以下の要件を満たすこと

輸液ﾗﾍﾞﾙは施用ごとに発行可能かつ、4分割の小分けﾄﾚｰへ施用やRPごとに入れられる
こと

ﾛﾎﾞｯﾄｱｰﾑで輸液ﾗﾍﾞﾙを掴むことで、正確にﾄﾚｰに入れられること

ﾗﾍﾞﾙの搬送機構は、静電気を発生させにくいﾓｰﾀ制御であること

注射薬自動払出装置は、下記の装置から構成されること
●空ﾄﾚｰﾕﾆｯﾄ1台
●ﾗﾍﾞﾙﾌﾟﾘﾝﾀﾕﾆｯﾄ1台
●ﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻﾕﾆｯﾄ1台
●注射せんﾌﾟﾘﾝﾀﾕﾆｯﾄ1台
●完了ﾄﾚｰﾕﾆｯﾄ1台

既存の薬剤部の注射解析ｼｽﾃﾑより注射薬自動払出装置の連携するﾃﾞｰﾀは、ﾃﾞｰﾀを変換
することなく連携可能であること

注射薬自動払出装置に使用する各ﾏｽﾀ(薬品ﾏｽﾀ、病棟ﾏｽﾀ等)は、既存の薬剤部の注射
解析ｼｽﾃﾑのﾏｽﾀを使用して稼働可能であること

制御PCの台数は1台であること

空ﾄﾚｰﾕﾆｯﾄは、以下の要件を満たすこと

装置に以下のｴﾗｰ等が発生した場合、音声で通知可能であること
●注射せん、ﾗﾍﾞﾙの紙づまり
●電子表示器へのﾃﾞｰﾀ書き込み異常

処理速度は、1時間あたり500件から600件の施用を処理可能であること

装置に電源を供給できない状況でも、ｶｾｯﾄ棚を開けて薬品を取り出せる構造であり、
調剤を継続可能であること

非常停止ﾎﾞﾀﾝが各ﾕﾆｯﾄに備わっていること

注射薬自動払出装置の全ﾕﾆｯﾄは背面を開けることなく、正面からのﾒﾝﾃﾅﾝｽが可能かつ
壁付け設置が可能であること
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仕　様　書

　部署・部屋名 薬剤部

　調達機器名 注射薬自動払出装置

　調達数量 一式

2-3-4

2-3-5

2-3-6

2-3-7

2-3-8

2-3-9

2-3-10

2-3-11

２－４

2-4-1

2-4-2

2-4-3

2-4-4

2-4-5

2-4-6

2-4-7

2-4-8

2-4-9

2-4-10

2-4-11

2-4-12

2-4-13

ﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻﾕﾆｯﾄは、以下の要件を満たすこと

すべての薬品ｶｾｯﾄは、薬品を先入れ先出しできる整列方式であること

装置1台につき、192種類以上の薬品を収納可能であること

輸液ﾗﾍﾞﾙに、投薬確認時に使用する患者ﾘｽﾄﾊﾞﾝﾄﾞとの整合性が取れるﾊﾞｰｺｰﾄﾞを印字
可能であること

緊急時には、装置以外に設置したﾌﾟﾘﾝﾀでも同様に輸液ﾗﾍﾞﾙを印字可能であること

輸液ﾗﾍﾞﾙには、Windowsで使用するﾌｫﾝﾄを印字可能であること

装置内に2台のﾌﾟﾘﾝﾀを搭載し、1台に故障やｴﾗｰが発生しても、平常通りに印刷が可能
であること

4分割の小分けﾄﾚｰに払い出すﾗﾍﾞﾙは、以下の3ｻｲｽﾞから選べること
●90×50mm ●90×60mm ●90×70mm

外寸はW780mm×D850mm×H1,850mm以下であること

重量は340kg以下であること(ﾌﾟﾘﾝﾀを含む)

ﾗﾍﾞﾙには、以下の項目を自由にﾚｲｱｳﾄして印刷可能であること
●患者番号 ●患者氏名 ●病棟名 ●診療科
●生年月日 ●年齢 ●性別 ●医師名 ●薬品名
●保存区分(冷所･暗所など)
●薬品区分(輸液･毒薬･劇薬など)
●施用量 ●施用単位 ●手技 ●投与経路 ●施用回数
●ｺﾒﾝﾄ ●処方区分 ●ｵｰﾀﾞ番号  など

薬品を補充する際にｶｾｯﾄを取り出す必要がなく、ｶｾｯﾄ棚を引き出すだけでｶｾｯﾄに薬品
を入れられる構造であること

薬品が不足している場合は、その薬品名とｶｾｯﾄ番号がﾓﾆﾀに表示されること

処方の傾向や薬品の払出し数量に応じて、同一の薬品を複数のｶｾｯﾄに収納可能である
こと

装置に電源を供給できない状況でも、薬品を取り出せる構造であること

整列ｶｾｯﾄと5連ﾌﾟﾗｱﾝﾌﾟﾙｵｰﾄｶｯﾄｶｾｯﾄを並行して使用可能であること

薬品ｶｾｯﾄの配置換えは、部品の交換をすることなく薬品ｶｾｯﾄの移動のみで実現可能で
あること

薬品ｶｾｯﾄは補充の効率を重視した開閉蓋がない構造で、ｶｾｯﾄ上部から直接補充するこ
とが可能であること

装置の引出しに複数のｶｾｯﾄを収納可能かつ、複数の薬品を同時に補充作業が可能であ
ること

薬品ｶｾｯﾄは、薬品を補充しやすく、ｱﾝﾌﾟﾙやﾊﾞｲｱﾙを円滑に払い出せるように、内部に
傾斜を設けた構造であること

1つの引出しに8個以上のｶｾｯﾄを搭載可能かつ、一度に8種類以上の薬品を補充可能で
あること

ﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻﾕﾆｯﾄは、処理速度を考慮してﾋﾟｯｷﾝｸﾞﾛﾎﾞｯﾄを搭載していること
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仕　様　書

　部署・部屋名 薬剤部

　調達機器名 注射薬自動払出装置

　調達数量 一式

2-4-14

2-4-15

2-4-16

2-4-17

2-4-18

2-4-19

２－５

2-5-1

2-5-2

2-5-3

2-5-4

2-5-5

2-5-6

2-5-7

2-5-8

2-5-9

２－６

2-6-1

2-6-2

2-6-3

2-6-4

2-6-5

2-6-6

2-6-7

装置は導入後も増設が可能であり、8台以上を連結可能であること

間断ない薬品払い出しのため、13個以上のﾄﾚｰをﾄﾚｰ脱着装置で一度に取り出せること

ｴﾗｰの発生時やﾄﾚｰが足りない場合には、画面表示や音声で通知可能であること

装置1台につき、26個以上のﾄﾚｰを積載可能であること

注射せんﾌﾟﾘﾝﾀﾕﾆｯﾄは、以下の要件を満たすこと

ﾛﾎﾞｯﾄｱｰﾑで注射せんを掴むことで、正確にﾄﾚｰに入れられること

A4以上のｻｲｽﾞの注射せんを印刷可能であること

注射せんには、以下の項目を適切な位置にﾚｲｱｳﾄでき印刷できること｡
●患者番号 ●患者氏名 ●病棟名 ●診療科
●生年月日 ●年齢 ●性別 ●医師名 ●薬品名
●保存区分(冷所、暗所等) ●薬品区分(輸液、毒薬、劇薬等)
●施用量 ●施用単位 ●手技 ●投与経路 ●施用回数 ●ｺﾒﾝﾄ ●処方区分 ●ｵｰﾀﾞ番
号  など

注射せんに、投薬確認時に使用する患者ﾘｽﾄﾊﾞﾝﾄﾞとの整合性が取れるﾊﾞｰｺｰﾄﾞを印字
可能であること

重量は200kg以下であること

外寸はW600mm×D850mm×H1,850mm以下であること

緊急時は、装置以外に設置したﾌﾟﾘﾝﾀでも同様に注射せんを印字可能であること

注射せんには、Windowsで使用するﾌｫﾝﾄを印字可能かつ、ｶﾗｰ印刷が可能であること

装置内に2台のｶﾗｰﾚｰｻﾞﾌﾟﾘﾝﾀを搭載し、1台に故障やｴﾗｰが発生しても平常通りに印刷
が可能であること

完了ﾄﾚｰﾕﾆｯﾄは、以下の要件を満たすこと

外寸はW1,300mm×D850mm×H1,850mm以下であること

重量は700kg以下であること(ｶｾｯﾄを含む)

外寸はW1,000mm×D850mm×H1,850mm以下であること

重量は450kg以下であること(ﾌﾟﾘﾝﾀを含む)

ﾄﾚｰ脱着装置や台車がｾｯﾄされていない状況でも、薬品の払出しを継続可能であること

切り分けられた5連ﾌﾟﾗｱﾝﾌﾟﾙも、5連ﾌﾟﾗｱﾝﾌﾟﾙｵｰﾄｶｯﾄｶｾｯﾄに収納可能であること

5連ﾌﾟﾗｱﾝﾌﾟﾙｵｰﾄｶｯﾄｶｾｯﾄは、5連ﾌﾟﾗｱﾝﾌﾟﾙをｶｾｯﾄ内で切り分け、任意の数量を払い出せ
ること

薬品ｶｾｯﾄは、紙で包装されたｽﾃｨｯｸｱﾝﾌﾟﾙ(ｹｲﾂｰN静注10mgやﾒﾁｺﾊﾞｰﾙ注射液500μgなど)
も払い出せること

薬品ｶｾｯﾄは、小型のﾌﾟﾗｽﾁｯｸｱﾝﾌﾟﾙ(ｶﾙﾁｺｰﾙ注射液8.5%5mLやｱｽﾊﾟﾗｶﾘｳﾑ注10mEqなど)も
切り分けられた状態でも収納可能かつ、払い出せること
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仕　様　書

　部署・部屋名 薬剤部

　調達機器名 注射薬自動払出装置

　調達数量 一式

２－７

2-7-1

2-7-2

２－８

2-8-1

2-8-2

2-8-3

2-8-4

2-8-5

２－９

2-9-1

2-9-3

2-9-4

3-1

3-1-1

3-1-2

3-1-3

3-1-4

3-1-5

3-1-6

3-1-7

3-1-8

3-1-9

3-1-10
既存装置の撤去、新規装置の運搬、搬入、据付工事及び試運転調整に係わる費用を含
むこと

本装置のｾｯﾄｱｯﾌﾟにあたって、当院の担当者と十分協議をおこなうこと

当院が指定した場所に本装置を設置し、運転調整をおこなうこと

ｼｽﾃﾑや他装置との接続や連携が必要な場合、これらに係わる費用を含むこと

本装置の搬入、設置、調整等は当院の指示のもとに実施すること

本装置の稼動にあたっては、当院の指示のもとに当職員に関係法令に基づく
十分な操作方法等の教育をおこなうこと

納品時に、関連する規格/性能/取扱説明などに関する日本語版の文書を添付すること

13個以上のﾄﾚｰを積み上げたまま、一括して取り出せること

ｷｬﾘｰﾍﾞｰｽの台数は4台以上であること

3．その他

機能以外の条件に関して以下の要件を満たすこと

入札時点で製品化されており、「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の
確保等に関する法律」の承諾を得た機器であること

ﾄﾚｰを積載していない状態では、複数の台車を重ねて保管可能であること

ﾄﾚｰ台車は、空ﾄﾚｰﾕﾆｯﾄ内にｾｯﾄ可能であること

ﾄﾚｰ台車の台数は10台以上であること

ｷｬﾘｰﾍﾞｰｽは、以下の要件を満たすこと

ﾄﾚｰの取出しが可能であること

ﾄﾚｰ表示器に対し、表示する情報を送信で可能であること

深型ﾄﾚｰを15個以上積み重ねて保管可能であること

ﾄﾚｰを積載した状態で移動可能であること

ﾄﾚｰ表示ｼｽﾃﾑは、以下の要件を満たすこと

故障発生時には、速やかな対応ができる体制であること

納入から1年間は無償保証・点検を実施すること

ﾄﾚｰ表示器に対して個体を識別し、指定する以下の情報を送信可能であること
●患者名 ●施用日 ●病棟名 ●処方区分 ●保管区分 など

ﾄﾚｰ台車は、以下の要件を満たすこと
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